
i-Design「地域創生実践演習」稲月チーム 成果報告

つながること－NPO法人抱樸＆希望のSUBACOとの関わりを通して

地域創生学群成果発表会 SUPER LIVE  2024.2.9
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本日の報告内容

①「NPO法人抱樸」「希望のSUBACO」のこと

②実践演習の目標の設定

取り組んできたこと

③主な活動

➊ 稲月先生ゼミ生との交流

➋ 「まちの先生企画」の実行

❸ 抱樸スタッフの方へのインタビュー

❹ 各自の自由意志による活動

④まとめ 学びと活動の継続について
2



NPO法人抱樸のこと
私たちの理念と想いより

https://www.houboku.net/

複合型福祉施設を建設
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実践演習の目標の設定

「希望のまち」建設予定地（神岳１丁目）での地域活動を知らされて！  

活動案として4つの案が提案され、議論の結果
「希望のSUBACOのまちの先生を企画する ＆ 希望のたまご委員会に参加する 」
「希望のまちプロジェクトにかかわる人たちに『どのような形､想いでかかわっているのか』を聞き、
地域に伝える（メッセンジャーとなる）」活動を行うこととした。

※「希望のSUBACO」への関わりを通して、「希望のまち」の取り組みに学び、気づきを得る。
※  稲月先生ゼミ生と学びの交流を図る。
※ 学びの共有や情報の交換を図り、チーム内の協同化に努める。
※ 学んだことを地元（各自の生活圏）の地域活動に活かす。

※４つの案の残りは、「希望のSUBACOのマルシェ企画  」と「希望のまち１階ホールの活用企画」です。
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取り組んできたこと 黒文字は各自の自由意志による活動  赤文字は全員で取り組んだ活動

NPO法人抱樸
炊き出し（弁当配布）へのボランティア活動（10月～２月）
夜間の訪問パトロールへの参加 2024年1月12日（金）22時30分～24時30分

希望のたまご委員会へのオブザーバー参加 11月13日（月） 12月19日（火）
希望のSUBACOの活動へ参加 各月の「にわカフェ」におじゃまして

 各月の「まちの先生企画」への参加
まちの先生企画の実行 12月12日（火）

ー紙粘土を使ったクリスマスオーナメントづくりー
ゴーイング・ホーム・デイ（総勢 320人で大運動会）へ参加 10月21日（土）
希望のまち「大規模マルシェ」への参加 11月 ４日（日）
希望のまち「竹あかり2023」への協力参加（準備 ＆ 片付け） 12月 ３日（日）

  まちの先生企画 まちの先生企画

稲月先生ゼミ生との交流 10月17日（火） 11月２日（木） 11月23日（木） 12月12日（火）
北九州市おける住まい支援システムを考える研修会へのZoom参加 11月９日（木）
希望のSUBACO 抱樸スタッフの方へのインタビュー   12月７日（木）
中間市市民生活相談センター 抱樸スタッフの方へのインタビュー  2024年1月15日（月）
足立市民センターの人権市民講座「NPO法人抱樸 生笑一座」講演会への参加 12月23日（土）
地域創生学群成果発表会 SUPER LIBE  報告 2024年2月9日（金）

その他 親睦昼食会
  木曜１限目授業後の「学生交流スペース」での作業 ＆ おしゃべり 5



11/2 稲月先生ゼミ生との打ち合わせ （B301教室） 交流＆支援を依頼
①地域創生に関して、協同の学び合いができないものか。
②私たちの「まちの先生」の企画を一緒に取り組んで欲しい。

11/2の打ち合せ

11/23 ゼミ生と一緒に「オーナメントづくり」の事前準備

10/17 ゼミ生企画「筆文字ポストカードをつくろう」に参加

主な活動 ➊ 稲月先生ゼミ生との交流
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➋ 希望のSUBACO「まちの先生企画」の実行
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〈成果〉

〈反省点〉

２０名程の参加でにぎわいました。
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共感したこと・感じたこと・考えさせられたこと

❸ 抱樸スタッフの方へのインタビュー
抱樸ボランティア部・希望のSUBACOスタッフ より話を聴く   
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私たちが伝えていくこと 「希望のまち」との今後の関わりについて
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❹ 各自の自由意志による活動

希望のSUBACO 各月の「にわカフェ」におじゃまして
 各月の「まちの先生企画」への参加

希望のまちの
「大規模マルシェ」への参加
「竹あかり」への協力参加

抱樸の炊き出し（弁当配布）＆ 訪問パトロールへの参加
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各月の「にわカフェ」におじゃまして

各月の「まちの先生企画」への参加

寿山歴史会による「寿山の歴教室 」妙見さんと和気清麻呂

「希望のSUBACO」で行われて
いる各月の「にわカフェ」……

10月は青空のもと、庭にテント
やタープを張って、会話が楽しま
れました。何度かおじゃまするう
ちに、６年間、野宿生活をされて
いた方と会話を交わすことができ
るようになりました。

11月のダーニング教室 12月の歴史教室へおじゃましました。
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11月4日（日）大規模マルシェへの参加

11月13日実施の「希望のたまご委員会」にオブザーバー参加する。
この日の会合で「大規模マルシェ」の成果と課題の整理がなされ、18店舗の出店と来場者は延べ

330名程あったと知らされた。大変、賑わいのある地域交流がなされたと感じている。

マルシェを楽しみながら、稲月先生のゼミ生さん
九州国際大学の学生さんと交流を行うことができた。
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「希望のまち竹あかり2023」への協力参加（準備＆片付け）12月３日（日）

  「希望のまち」建設を見据えた数々
の地域イベントが企画されている。
その一つに「竹あかり」がある。当
日の来場者は延べ431名と多く、大変
な賑わいを見せていた。私たちは当
日の準備と後片付け、後日の竹材整
理のボランティアとして参加した。
地域の人達との交流が楽しまれた

「希望のあかり」が灯されるイベン
トに立ち会うことができ、冷たい夜
風が心地よく感じられた。

2024の「竹あかり」は「小倉城竹
あかり」とのコラボ実施となるとの
こと。「希望のまち」へと連なる“あ
かり“ となると感じさせられた。
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炊き出し（弁当配布）への参加（10月～２月）19時15分～21時30分
訪問パトロールへの参加 2024年1月12日（金）22時30分～24時30分

１０月から、抱樸の「炊き出し（弁当配布）」に参加する。基本は月２回
だが、１２月から２月は「越冬期」の位置づけで、毎週、実施されている。
１月３日の新年炊き出しには、路上にたおれ亡くなられた方々を偲ぶ追悼

の会が執り行われ、追悼台へ花を手向け、献杯をした後に、弁当の配布がな
されました。皆で弁当を食したあと、子ども越冬隊のぜんざい、書き初め、
バイオリンの演奏などの催しが、楽しく続きました。
炊き出しには、毎回、多くのボランティアの参加があり、テントの設営、

弁当・医薬品やマスク・アメニティグッズ（歯ブラシ、石けん、髭剃りな
ど）・衣類毛布等の配布準備と声かけ、手渡しが手伝われている。はじめて
の参加の方、大分長崎熊本山口徳島大阪東京など、他府県からの参加の方も
おられる。その都度、８０名を超える方々に支援物資が手渡され、温かい
コーヒーや紅茶を手に、簡易テーブルと椅子を使った「青空カフェ」で、星
空のもと、会話と交流がなされ、相談ごとも話されている。「炊き出し」の
場が、ホームレスや生活困窮の方々との「出会い」や「つながり」の場と
なっていると感じられる。なお、この場に参加できない方々には、「炊き出
し」終了後から深夜にかけての訪問が行われ、言葉かけや弁当や医薬品、衣
類毛布などの配布が試みられている。

１月１２日（金）、はじめてこの訪問パトロールへ参加した。一人ひとり
に、名前を呼ぶ声かけをしながら、“ 路上生活 ”の近況をたずねるなどされ
ていた。言葉かけの数々や訪ね歩く真摯な姿、その訪問支援のあり様に触れ、
気が引き締まる思いであった。

抱樸
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学びと活動の継続について

私たちのささやかな学びは、“知ること” から始まりま
した。そして、『共に生きる支援・居場所づくりのこ
と・地域参加型の活動や学びの交流』について、人と繋
がることへの想いの数々を教えていただきました。

いくつかの活動に、実際に係わることで、ボランティ
ア活動は特別なことではなく、「何かのきっかけさえあ
れば」「誰でも」「いつでも」できることを学びました。

ただ、私たちの理解は、まだまだ不十分なものであり、
地域活動への係わりも、ほんの少しのものでしかありま
せん。そんな私たちですが、これらをもとに、私たちは、
一歩前へ進もうと考えています。

「きっかけは自分から」「誰に言われなくてもやる」
「細く長くかかわることの大切さ」の精神を胸に、i-
Design地域創生での学びを日々の生活や私たちの生活圏
での活動に活かしていきます。

まとめ
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